
点検評価シート（令和５年度実績） 

基本目標２ 認め合い高め合う豊かな心と、健やかな体の育成 

✎ 国や郷土を愛する心と自己肯定感を養うとともに、いのちを大切にする心や他者を思い

やる心を育みます。 

✎ 体力の向上や学校給食を通じた食育、読書活動の推進など、心身の健全な成長を支えま

す。 

 

具体的な取組 

（教育振興基本計

画の施策番号） 

図書館ボランティアの育成（施策８） 

担当課 

図書館 

内 容 

子ども読書活動の推進に繋がるおはなし会や催しが実施できる図

書館ボランティアの養成講座を実施し、ボランティアの増員を図り

ます。 

達 成 状 況 

新規ボランティア団体立ち上げを前提に、ボランティア養成講座を

実施し、人材の掘り起こしと育成を行いました。 

 

ボランティア養成講座(連続 4回) 

講師 北島多江子氏 

(朗読家・絵本作家・一般社団法人絵本プロフェッシ

ョナル協会代表理事) 

日程 テーマ 

1/28 基本となる絵本の持ち方・絵本の仕組みと意味 

2/4 年齢が異なる子どもたちへの絵本の組み合わせ方 

2/18 紙芝居の楽しみ方、エプロンシアター、手遊び歌 

3/10 実践練習、総まとめ 

受講者数 20 名 

 

上記講座の受講者より●名をメンバーとして新規ボランティア団

体「●●」を立ち上げます。えほん図書館を拠点として令和 6 年 4

月より活動開始する予定です。 

課 題 

利用者のニーズを把握し、時代に合わせたイベントの実施が必要で

す。 

立ち上げから当面の間はメンバーの定着等、継続的に活動していく

基盤の構築を要するため、図書館による十分な支援が必要です。 

今後の取組 

の 方 向 性 

当面の間は図書館担当者がボランティアの会議に同席するなど十

分な支援を行い、活動を軌道に乗せていきます。 

評 価 委 員 

の 意 見 等 

 

  



点検評価シート（令和５年度実績） 

基本目標５ 豊かな人生を支える、生涯学べるまちづくり 

✎ 誰もが、学びたいときに学びたいことを学ぶことができる環境を整備します。 

✎ 自らの学びを社会や地域に還元し役立てるようにするとともに、互いに学びあい育ちあ

う関係を創出します。 

 

具体的な取組 

（教育振興基本計

画の施策番号） 

レファレンスサービスの充実（施策２３） 

担当課 

図書館 

内 容 

レファレンスサービスを継続実施するとともに、その有用性をPRす

る取組を行います。また、利用者が自らレファレンス事例を検索し、

関連本を予約できるシステムを導入し、順次、レファレンス事例の

蓄積を進めます。 

達 成 状 況 

・レファレンス件数は、令和 4年度と同等になる見込みです。 

【実績】レファレンス件数 

年度 件数 

令和 3年度 14,002 件 

（うちメールレファレンス：35 件） 

令和 4年度 14,474 件 

（うちメールレファレンス：19 件） 

令和 5年度 

(12 月末現在) 

9,944 件 (前年同期 11,008 件) 

（うちメールレファレンス：8件） 

 

・利用者が、自分の調べたいテーマに関する資料や情報にたどり着

くための調べ方を案内するリーフレット（パスファインダー）を

作成し、図書館・各図書室に設置するとともにホームページに掲

載しました。 

【実績】パスファインダー作成件数：3件(郷土 2件、児童 1件) 

 

・図書館ホームページにレファレンス事例集を掲載しました。これ

により、利用者がキーワード等で事例を検索することが可能となり

ました。事例については順次追加していく予定です。 

【実績】令和 5年度掲載件数 ：33 件 

 

・質の高いレファレンスサービスを提供するため、図書館職員のレ

ファレンスに関する知識習得及びスキルアップを目的として、レ

ファレンス内部研修（月 1回）を実施しました。 



点検評価シート（令和５年度実績） 

課 題 

・引き続きレファレンス利用者に対して迅速かつ丁寧な回答を提供

するにあたって、職員間におけるレファレンス事例の集約・共有

を継続していくことが必要です。 

・レファレンス事例集の利用促進を図るため、利用者に対して周知

が必要です。 

・引き続き、職員のレファレンススキルアップを図る必要がありま

す。 

今後の取組 

の 方 向 性 

・職員間における事例の集約・共有を進めることで、回答に係る質

の安定と職員の負担軽減を図ります。 

・レファレンス事例集への掲載を積極的に進めるとともに、事例集

の周知及び利用促進を図ります。 

・今後も職員のレファレンス研修を実施します。 

評 価 委 員 

の 意 見 等 

 

 


